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一
及
び
三
に
つ
い
て 

1 

総
評
全
国
金
属
労
働
組
合
東
洋
シ
ー
ト
支
部
（
以
下
「
全
金
東
洋
シ
ー
ト
支
部
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、

総
評
全
国
金
属
労
働
組
合
（
以
下
「
全
金
」
と
い
う
。
）
か
ら
の
脱
退
問
題
を
巡
り
意
見
の
対
立
が
生
じ
、
昭
和

五
十
四
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
全
金
東
洋
シ
ー
ト
支
部
の
組
織
に
変
動
が
生
じ
た
。 

2 

昭
和
五
十
四
年
四
月
二
十
三
日
に
総
評
全
国
金
属
労
働
組
合
兵
庫
地
方
本
部
（
以
下
「
全
金
兵
庫
地
本
」
と

い
う
。
）
か
ら
、
同
年
五
月
十
四
日
に
全
金
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
株
式
会
社
東
洋
シ
ー
ト
（
以
下
「
東
洋
シ
ー

ト
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
団
体
交
渉
の
申
入
れ
が
行
わ
れ
た
が
、
東
洋
シ
ー
ト
は
、
い
ず
れ
の
申
入
れ
に
つ

い
て
も
、
従
来
か
ら
の
団
体
交
渉
に
関
す
る
慣
行
等
を
理
由
と
し
て
、
こ
れ
を
拒
否
し
た
。 



3 

昭
和
五
十
四
年
五
月
一
日
、
全
金
兵
庫
地
本
か
ら
兵
庫
県
地
方
労
働
委
員
会
に
対
し
、
東
洋
シ
ー
ト
を
被

申
立
人
と
し
て
、
労
働
組
合
の
運
営
に
対
す
る
支
配
介
入
及
び
団
体
交
渉
拒
否
の
問
題
に
つ
い
て
不
当
労
働

行
為
の
救
済
申
立
て
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
同
月
二
十
二
日
、
全
金
か
ら
東
京
都
地
方
労
働
委
員
会
に
対
し
、

東
洋
シ
ー
ト
を
被
申
立
人
と
し
て
、
団
体
交
渉
拒
否
の
問
題
に
つ
い
て
不
当
労
働
行
為
の
救
済
申
立
て
が
行

わ
れ
、
い
ず
れ
の
事
件
も
、
現
在
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
労
働
委
員
会
に
お
い
て
審
問
前
の
手
続
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。 

ま
た
、
同
年
五
月
七
日
、
全
金
兵
庫
地
本
か
ら
東
洋
シ
ー
ト
に
対
し
、
全
金
東
洋
シ
ー
ト
支
部
の
新
役
員

決
定
の
通
知
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
数
回
に
わ
た
り
、
全
金
東
洋
シ
ー
ト
支
部
等
の
名
で
、
東
洋
シ
ー
ト
に

対
し
て
団
体
交
渉
の
申
入
れ
が
行
わ
れ
た
が
、
東
洋
シ
ー
ト
は
、
い
ず
れ
の
申
入
れ
に
つ
い
て
も
、
全
金
東

洋
シ
ー
ト
支
部
な
る
労
働
組
合
は
存
在
し
な
い
と
し
て
、
こ
れ
を
拒
否
し
た
。 

ま
た
、
同
年
六
月
二
十
七
日
、
全
金
東
洋
シ
ー
ト
支
部
の
名
で
広
島
県
地
方
労
働
委
員
会
に
対
し
、
東
洋 

四 

 



五
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

二
及
び
四
に
つ
い
て 

東
洋
シ
ー
ト
の
従
業
員
の
中
に
全
金
所
属
の
組
合
員
が
い
な
い
か
ど
う
か
、
ま
た
、
全
金
等
に
対
す
る
組
織

攻
撃
に
多
数
の
職
制
が
動
く
等
の
事
実
が
あ
つ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
現
在
事
件
が
労
働
委
員
会
に
係
属

し
て
お
り
、
政
府
と
し
て
と
か
く
の
見
解
を
述
べ
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 

全
金
東
洋
シ
ー
ト
支
部
の
組
織
の
変
動
と
株
式
会
社
東
洋
工
業
（
以
下
「
東
洋
工
業
」
と
い
う
。
）
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
よ
う
な
事
実
が
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
。 

シ
ー
ト
を
被
申
立
人
と
し
て
、
団
体
交
渉
拒
否
の
問
題
に
つ
い
て
不
当
労
働
行
為
の
救
済
申
立
て
が
行
わ 

れ
、
現
在
同
地
方
労
働
委
員
会
に
お
い
て
審
問
前
の
手
続
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

五 

 



 

六 

資
本
関
係
に
つ
い
て
は
、
東
洋
工
業
は
、
東
洋
シ
ー
ト
の
株
式
を
全
く
保
有
し
て
い
な
い
。
取
引
関
係
に
つ

い
て
は
、
東
洋
シ
ー
ト
は
、
そ
の
総
売
上
高
の
お
お
む
ね
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
余
に
相
当
す
る
製
品
を
東
洋
工
業

に
納
入
し
て
い
る
。
東
洋
シ
ー
ト
の
役
員
八
名
の
う
ち
二
名
が
東
洋
工
業
か
ら
の
出
向
者
で
あ
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
右
の
と
お
り
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




